
 
 

北朝鮮のウラン濃縮活動疑惑が世界の耳目を集め

た事件は 2003 年に遡るのではないか。ドイツ経由で

ウラン濃縮用ガス遠心分離機に使用可能なアルミニ

ウム管の大量購入（二千本以上）を計画したものの、

エジプト沖で押収された。当時、世界の核不拡散専門

家が注目した点の一つは、同アルミニウム管の寸法が、

リビアがマレーシアから調達を試みたものの、イタリ

アの港で押収されたものとほぼ同一であったことで

ある。つまり、北朝鮮もカーンネットワークを通じて

リビアと同じスペックの遠心分離機を狙っていた可

能性があることを裏付け、数千本の遠心分離機を使い

ウラン濃縮活動を行うつもりではないかという疑惑

が持ち上がったことである。 

 その後、2004 年にはパキスタンのカーン博士の告白

によって少なくとも遠心分離機のノウハウが北朝鮮

にも渡っていたことが判明し、2008 年には六者会議の

過程で北朝鮮から米国に渡された黒鉛減速炉稼働記

録の書類から高濃縮ウラン（HEU）が検出されるなど、

同国のウラン濃縮活動疑惑に関する断片的な情報が

集まり始めた。2009 年、北朝鮮は軽水炉建設とウラン

濃縮活動の開始を宣言したが、不明な点はその所在場

所と技術レベルであった。米ロスアラモス研究所シー

グフリード・ヘッカー元所長の訪朝で明らかになった

場所は、従来から知られていた寧辺の核燃料棒製造工

場の一角にあり、二千台の遠心分離機が稼働する施設

を見せられた同博士は、その施設の近代さに「驚愕し

た」という。 

 

 
一般的に、核兵器開発を行う国には、安全保障上の

懸念、国際社会におけるプレステージ向上、国内政治

体制の強化等、複数の動機があるとされている。北朝

鮮もこのような複数の理由から二回の核実験を実施

したと考えられ、出力は既に数キロトン（2〜4 キロト

ン）に達した模様である。北朝鮮はウランを使用した

核兵器製造を宣言はしていないものの、これまで生産

した核兵器数発分に相当するとされるプルトニウム

に加え、核兵器のもう一つの材料である HEU の生産は

潜在的な核戦力強化に貢献するであろう。 

この理由は少なくとも二点あげられる。一点目は、

パキスタンが製造した小型軽量化されたウラン型の

核兵器設計図が流通していたことが、カーンネットワ

ークの調査の過程で判明しており、北朝鮮がこの情報

を得ていたならば、ウラン濃縮を開始する動機ともな

り得るだろう。二点目は、北朝鮮のウラン濃縮施設は

国際原子力機関（IAEA）の査察下にないため、濃縮活

動の制限を受けることはなく兵器用ウランの生産も

可能とみられることである。北朝鮮は、寧辺を訪問し

たヘッカー氏に対し、公開したウラン濃縮施設は、建

設中の実験用軽水炉に装填する低濃縮ウランを生産

するためであると説明したという。仮に、北朝鮮が同

施設を使って兵器用ウラン生産を企図した場合、カー

ンネットワークで北朝鮮とも繋がっていたと思われ

るイランが既に約 20 パーセントの濃縮に成功してい

ることを考えると、兵器用ウラン獲得までの時間は大

幅に短縮される可能性がある。これは、ウラン濃縮度

数は指数関数的に増加するという特徴があるためで

ある。北朝鮮はイランが実際に行ったように既に濃縮

済みの低濃縮ウランを再びカスケード（遠心分離機が

複数連結したユニット）に注入する「バッチ・リサイ

クル」と呼ばれる方法を利用するだけでも濃縮時間は

一気に短縮されるからである。 

無論、北朝鮮が公開した濃縮プラントとは別に兵器

用ウラン生産専用の濃縮施設を秘密裏に建設してい

る可能性もあるだろう。ヘッカー氏も指摘しているが、

遠心分離機の濃縮プラントは既存の施設を改装した

ものであり極めて小規模である。このため、原子炉や
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再処理施設に比べ IMINT（偵察衛星等による情報収集）

による探知が困難だといわれている。しかしながら、

数年前にイランがゴム近郊に建設していた第2のウラ

ン濃縮施設が、2009 年に米英仏によって暴露された事

例は重要な点を示唆しているであろう。つまり、同施

設は軍事施設内に所在していたために情報当局の監

視の目を引いたという点や、同施設が大量の鉄骨とコ

ンクリートを使用していたため空爆等に備え、一般の

ウラン濃縮施設は異なる特徴を持っていたといわれ

ている点である。このため、北朝鮮もイランと同様各

国の集中監視下に置かれている可能性が高いことを

考えると、疑惑濃縮施設を絞り込むことはあるいは可

能かもしれない。 

 

 
北朝鮮が単に核戦力の強化を企図していたのなら

ば、従来と同様の方法を使い（爆破した冷却塔の再建

や新たな燃料棒製造等で少々時間を要するであろう

が）、使用済み燃料棒を再処理し、プルトニウムを抽

出すれば良いであろう。従って、北朝鮮がウラン濃縮

活動を開始・公開したことには別の意図があったと考

えられないだろうか。 

例えば、北朝鮮が輸出可能な原子力関連技術を広範

に有する「核技術国」としてのイメージ強化を狙って

いると考えることはできないであろうか。原子力発電

技術を輸出する際には「ターン・キー・プロジェクト」

という用語が頻繁に使用される。これは技術供給国が、

原子力発電開始に必要な技術全てを輸出し、後は輸入

国がキーを回すだけであるという文字通りの意味を

示すものである。北朝鮮は現時点で国際的に普及して

いる軽水炉の建設の経験がないため、この分野でのタ

ーンー・キー・プロジェクトは受注できない。しかし、

寧辺の施設が本物であるとすると、北朝鮮はプルトニ

ウム型核兵器製造技術に加え、ウラン濃縮技術を保有

することになり、核兵器製造のターン・キー技術を持

つことになるといえないか。イスラエル軍よって 2007

年に空爆されたものの、既に北朝鮮はシリアに兵器用

プルトニウム抽出が可能な黒鉛減速炉を輸出したと

みられている。 

この点を踏まえて、改めて、今後原子力発電導入国

が増加するという状況を考えた場合、北朝鮮の核開発

は潜在的な意味を増すのである。一つは、ウラン濃縮

は民生用原子炉に装填する燃料棒製造に必要な技術

でもあるため、それが平和目的であろうと秘密裏の核

兵器開発であろうと、同技術を他国に供給可能な北朝

鮮にとっては経済的なメリットがある点である。二つ

目は、国際社会における安全保障上のリスクである。

とりわけ、ウラン濃縮に必要な六フッ化ウラン（UF6）

は、核兵器の原料でもあるために IAEA の査察対象と

なっている。このような原料の確保が核兵器開発を行

う上でのハードルの一つであり、カーンネットワーク

では UF6 の調達が重要な課題であったとされる。大量

破壊兵器（WMD）開発放棄を宣言する以前のリビアに

は、北朝鮮産とみられる UF6 が渡っていた模様で、国

際的な査察をくぐり抜ける受領国が出現し、管理の及

ばないUF6をはじめウラン濃縮技術が国際的に流通す

る事態が今後懸念される。そして、このようなメリッ

トとリスクが内在する核開発の持つ力に魅了される

国が今後続いても不思議ではないのではないか。
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